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中
国
研
究
集
刊 

巨
号
（
総
五
十
七
号
）
平
成
二
十
五
年
十
二
月　

一
︱
一
八
頁

山
片
蟠
桃
『
夢
ノ
代
』
雑
書
篇
訳
注（
四
）

岸
田
知
子

一
、
テ
キ
ス
ト
は
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
を
底
本
と
し
、

こ
れ
に
句
読
点
等
を
施
し
た
日
本
思
想
大
系
（
岩
波
書
店
）

本
を
参
照
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
、
コ
ト
、
ド
モ
、
シ
テ
を
記
す
記
号
は
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
。

一
、
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
の
う
ち
片
仮
名
は
底
本
に
よ
る
。
平

仮
名
は
訳
注
者
が
施
し
た
。

一
、
底
本
の
欄
外
書
き
込
み
は
（
欄
外
：
）
と
し
て
該
当
箇
所
に

挿
入
し
た
。

一
、［　

］
は
底
本
で
は
章
末
に
あ
る
。
別
本
に
拠
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
岩
波
本
に
従
っ
て
本
文
中
に
挿
入
し
た
。

一
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
は
訳
注
者
が
つ
け
た
。
な
お
、
注
は
な
る

べ
く
わ
か
り
や
す
く
詳
し
く
書
い
た
。

十
二　
《
経
書
に
つ
い
て
》（
下
）

唐
ニ
九
経
ト
云い

う

ハ
、
礼
・
詩
・
易
・
書
・
周
礼
・
儀
礼
・
春
秋
ノ

三
伝
①
ヲ
加
フ
。
宋
ニ
詩
・
書
・
易
・
周
礼
・
礼
記
・
春
秋
ヲ
六

経
ト
シ
、
孟
子
ヲ
加
ヘ
テ
七
経
ト
ス
。
又
論
語
・
孝
経

②
ヲ
加
ヘ

テ
九
経
ト
ス
。
ソ
レ
ヨ
リ
邢ケ

イ
ヘ
イ昺

③
、
疏
ヲ
ツ
ク
リ

④
、
易
・
書
・

詩
・
周
礼
・
儀
礼
・
礼
記
・
左
氏
伝
・
公
羊
伝
・
穀
梁
伝
・
論

語
・
孟
子
・
孝
経
・
爾
雅

⑤
ヲ
十
三
経
ト
ス
。
朱
子
、
易
・
詩
・

書
・
春
秋
・
礼
記
ヲ
五
経
ト
シ
、
礼
記
ノ
中
ヨ
リ
天
学

⑥
・
中
庸

ヲ
除
キ
出
シ
、
論
・
孟
ニ
ナ
ラ
ヘ
テ
四
書
ト
ス
。
明み

ん

ニ
五
経
・
四

書
ノ
大た

い
ぜ
ん全

⑦
ヲ
ツ
ク
リ
、
性せ

い
り
た
い
ぜ
ん

理
大
全

⑧
ト
ヲ
三
大
全
ト
ス
。
孟
子

ハ
諸
子
ノ
類
ニ
ア
ラ
ズ
。
学
・
庸

⑨
ハ
礼
記
ノ
類
ニ
ア
ラ
ズ
。
ユ

ヘ
ニ
朱
子
、
論
語
ニ
ナ
ラ
ベ

⑩
四
書
ト
シ
テ
学
者
ニ
ヲ
シ
ユ
。
コ

（ 1 ）



レ
ヨ
リ
学
問
ノ
士
マ
ヅ
四
書
五
経
ヲ
熟
読
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
。
歴

史
ハ
左
伝
・
国
語

⑪
ヲ
メ

⑫
二
十
一
史

⑬
ア
リ
。
ヨ
ミ
ツ
ク
ス
ベ
カ

ラ
ズ
。
初
学
ノ
士
ハ
マ
ヅ
己お

の
れヲ

脩
メ
、
家
国
ヲ
治
ム
ル
ノ
書
⑭
ヲ

専も
っ
ぱラ

ト
シ
、
ソ
ノ
上
ニ
コ
ソ
諸
書
ヲ
ヨ
ム
ベ
シ
。
ユ
ヘ
ニ
知
レ

タ
ル
コ
ト
ナ
ガ
ラ
、
コ
ヽ
ニ
丁
寧
ニ
コ
ノ
コ
ト
ヲ
云
。

【
注
】

①�

『
春
秋
』
に
つ
い
て
の
三
つ
の
伝
（
解
説
書
）。『
公
羊
伝
』『
穀

梁
伝
』『
左
氏
伝
』。

②�

孔
子
が
曽
子
に
孝
に
つ
い
て
説
い
た
と
さ
れ
る
書
。

③�

宋
の
学
者
。
十
三
注
疏
の
『
論
語
』『
孝
経
』『
爾
雅
』
の
疏
を

作
り
、
三
礼
・
三
伝
の
注
疏
を
校
定
し
た
。

④�

岩
波
は
「
ツ
ク
リ
テ
」。

⑤�

最
も
古
い
字
書
と
さ
れ
、
周
公
の
作
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

⑥�

「
大
学
」
の
誤
り
。

⑦�

明
の
永
楽
年
間
に
胡
広
ら
が
世
祖
永
楽
帝
の
勅
命
で
作
っ
た
書

で
、『
五
経
大
全
』
は
朱
子
学
の
立
場
か
ら
の
五
経
の
注
釈
書
、

『
四
書
大
全
』
は
同
じ
く
四
書
の
解
説
書
。

⑧�

明
の
永
楽
十
三
年
（
一
四
一
五
）
に
胡
広
ら
が
世
祖
永
楽
帝
の

勅
命
で
作
っ
た
書
で
、
宋
の
学
者
一
二
〇
人
の
説
を
集
め
た
も

の
。『
四
書
大
全
』『
五
経
大
全
』
と
と
も
に
永
楽
三
大
全
と
呼

ば
れ
る
。

⑨�

『
大
学
』
と
『
中
庸
』。

⑩�

岩
波
は
「
ナ
ラ
ベ
テ
」。

⑪�

春
秋
時
代
の
歴
史
を
国
別
に
記
し
た
も
の
。
二
十
一
巻
。
周
の

左
丘
明
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。『
春
秋
左

氏
伝
』
に
対
し
て
『
春
秋
外
伝
』
と
も
呼
ば
れ
る
。

⑫�

岩
波
で
は
「
始
メ
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
「
始
」
を
書
き
損

じ
、「
メ
」
を
「
シ
テ
」
の
略
字
と
み
な
す
か
。）

⑬�

正
史
と
呼
ば
れ
る
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』

『
晋
書
』『
宋
書
』『
南
斉
書
』『
梁
書
』『
陳
書
』『
北
魏
書
』

『
北
斉
書
』『
周
書
』『
隋
書
』『
南
史
』『
北
史
』『
唐
書
』『
五

代
史
』
を
十
七
史
、『
遼
史
』『
金
史
』『
宋
史
』『
元
史
』
を
加

え
て
二
十
一
史
と
い
う
。
さ
ら
に
『
明
史
』
を
加
え
て
二
十
二

史
、『
旧
唐
書
』『
旧
五
代
史
』
を
加
え
て
二
十
四
史
、『
新
元

史
』
を
加
え
て
二
十
五
史
と
い
う
。

⑭�

『
大
学
』
に
「
修
身
斉
家
、
治
国
平
天
下
」
と
あ
っ
て
、
儒
教

を
学
ぶ
目
的
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
書
」
は
儒
教

の
書
を
い
う
。

【
現
代
語
訳
】

　

唐
に
お
い
て
九
経
と
い
う
の
は
、『
礼
』『
詩
』『
易
』『
書
』

『
周
礼
』『
儀
礼
』
に
『
春
秋
』
の
三
伝
を
加
え
る
。
宋
に
て
は

『
詩
』『
書
』『
易
』『
周
礼
』『
礼
記
』『
春
秋
』
を
六
経
と
し
、

（ 2 ）



『
孟
子
』
を
加
え
て
七
経
と
し
た
。
ま
た
『
論
語
』『
孝
経
』
を
加

え
て
九
経
と
し
た
。

　

そ
れ
よ
り
後
、
邢
昺
が
疏
を
作
り
、『
易
』『
書
』『
詩
』『
周

礼
』『
儀
礼
』『
礼
記
』『
左
氏
伝
』『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』『
論

語
』『
孟
子
』『
孝
経
』『
爾
雅
』
を
十
三
経
と
し
た
。
朱
子
は

『
易
』『
詩
』『
書
』『
春
秋
』『
礼
記
』
を
五
経
と
し
、『
礼
記
』
の

中
か
ら
「
大
学
」
篇
と
「
中
庸
」
篇
を
取
り
出
し
て
、『
論
語
』

『
孟
子
』
に
な
ら
べ
て
四
書
と
し
た
。
明
に
て
は
五
経
・
四
書
の

大
全
を
作
り
、『
性
理
大
全
』
と
合
わ
せ
て
三
大
全
と
し
た
。

　
『
孟
子
』
は
諸
子
百
家
の
類
で
は
な
い
。『
大
学
』『
中
庸
』
は

『
礼
記
』
の
類
で
は
な
い
。
だ
か
ら
朱
子
は
、『
論
語
』
に
な
ら
べ

て
四
書
と
し
て
学
ぶ
者
に
教
え
た
。
こ
れ
以
後
、
学
問
を
す
る
人

は
、
ま
ず
四
書
五
経
を
熟
読
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

歴
史
は
『
左
伝
』『
国
語
』
を
初
め
と
し
て
、（
正
史
だ
け
で

も
）
二
十
一
史
あ
る
。
読
み
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
初
学
者

は
、
ま
ず
己
を
修
め
、
家
国
を
治
め
る
書
物
を
ひ
た
す
ら
読
み
、

そ
の
上
で
こ
そ
諸
々
の
書
を
読
む
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
よ
く

知
ら
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
丁
寧
に
こ
の
こ
と
を
い
う

の
で
あ
る
。

十
三　
《
老
子
に
つ
い
て
》

老
子
ノ
書
ハ
古
書
ナ
リ

①
ト
貴
ト
ビ
、
又
ソ
ノ
文
中
ニ
名
言
多
ク
、

史
記
ニ
「
孔
子
、
礼
ヲ
老
子
ニ
問
フ
」

②
ト
ア
レ
バ
、
孔
子
ノ
師

ナ
リ
ト
シ
、
又
漢
ノ
曹そ

う

参さ
ん

③
コ
ノ
道
ヲ
尊
ト
ミ

④
、
文
帝

⑤
及

⑥
後

世
ノ
天
子
多
ク
尊
敬
シ
、
ツ
イ
ニ
帝
号
ヲ
謚
リ
テ

⑦
孔
子
ヨ
リ
上

ニ
位
セ
シ
ム
ル
⑧
コ
ト
ナ
リ
。
伊
藤
蘭ラ

ン
グ
ウ嵎

子
⑨
曰
、
老
聃
⑩
古
者

実
ニ

無
シ

二
其
人
一
。
蓋
荘
周
⑪
所
下

創
ハ
ジ
メ
テ

寓ヨ
セ

レ
名

ヲ
将
立

ン
ト

二
己

カ
一

家
一
言

ヲ
、
為

シ
二
之
尸し

ト
一
⑫
為

シ
二
之

カ
主

ト
一
⑬
、
自
為

リ
二

祝シ
ユ
ク
カ
ト嘏

一
⑭

以
告

ク
ル

中
神
語

ヲ
上
也
矣
。
亦
猶ナ

ヲ
シ
下
項
梁
⑮

立
テ
テ

二
楚
懐
王

ノ
孫

心
ヲ

一
⑯
以
収

ム
ル

二
人
心

ヲ
一
者
上
。
夫
以

テ
レ
何

ヲ
知

ル
レ
之

ヲ
邪
。
昔
者

孔
子
列
二
序

ス
古
之
聖
賢

ヲ
一
、
覩

ミ
テ

二
⑰
論
語

ヲ
一
而
当

シ
レ
見

ル
焉
⑱
。

堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
・
三
仁
⑲
・
夷
・
斉
⑳
不
レ

啻タ
タ
ナ
ラ

㉑
。
管
仲
㉒
、
曰
仁
也
、
曰

如
ご
と
ク
ナ
ラ
ン

二
其
仁

ノ
一
与
㉓
。
晏
平

仲
善

ク
与
レ
人
交

ル
、
曰
功
用
之
臣
也
㉔
。
国
僑
㉕
・
展
禽
㉖
・
少

連
㉗
・
減
文
仲
㉘
・
史
魚
㉙
・
遽
伯
玉
㉚
・
荷
蕢
㉛
・
楚
狂
㉜
・
長

沮
・
桀
溺
㉝
・
摯
・
干
・
繚
・
缺
㉞
・
左
丘
明
㉟
・
老
彭
㊱
、
皆

挙
誦
㊲
之
。
甚
哉
、
夫
子
之
欽
慕
古
昔
聖
賢
君
子
、
不
遺
一
時
之

聞
人
畸
士
㊳
、
夫
如
是
也
。
若
実

ニ

有
ラ
ハ

二

老
聃

ト

云
フ

者
一
、

不
レ
バ

レ
列
二
諸

ヲ
隠
居
放
言

ノ
㊴
内

ニ
一
、
必
与
二
以
レ
杖

ヲ
叩

ク
レ
踁

ヲ
㊵

同
ク
シ

レ
科

ヲ
袪

ニ
シ
㊶

レ
之

ヲ
。
而
無
三
一
言
之
謂
二
老
聃

ヲ
一
、
無

キ
三
一

（ 3 ）



語
之
渉ワ

タ
ル

二
季
㊷
耳

ニ
一
。
此
実

ニ
無
二
其
人
一
之
証
也
。
孟
子
拒

キ
二

揚
・
墨

ヲ
一
、
告
子
・
於
陵
仲
子
・
許
行
・
夷
之
亦
痛

ク

拒
ク

レ

之
ヲ
㊸
。
而
无

ナ
ク

三

一
辞
之
議

ス
ル

二

老
聃

ヲ
一
、
無

キ
三

一
言
之

非
ト
ス
ル

二
李
耳

ヲ
一
。
此

モ
亦
実

ニ
無
二
其
人
一
之
証
也
。
荀
子
所
レ

非
ト
ス
ル

者
十
二
子
㊹
、
老
聃
不
レ
与

カ
ラ

焉
。
是

モ
亦
実

ニ
无

ノ
二
其

人
一
之
証
也
。
而
㊺
其
天
論

ニ
曰
、
慎
子
有

リ
テ

レ
見

ル
二
於
後

ニ
一
、

無
レ
見

ル
二
於
前

ニ
一
、
老
子
有

リ
テ

レ
見

ル
二
於
詘ク

ツ
ニ

一
、
無

シ
レ
見

ル
二
於

信シ
ン
ニ

一
㊻
。
老
子

ハ

蓋
日
子
㊼

之
誤

ノ
ミ

耳
。
非

ト
ス

二

十
二
子

ヲ
一
、

連
子
テ

曰
二
慎
到
・
田
駢

ヲ
一
。
亦
㊽
叙

ス
二
於
慎
子
之
後
、
宋
子
之

前
ニ

一
。
故
知
二
其
老
・
田
字
相
誤

チ
也
。
史
遷
㊾
輙

チ
信

シ
二
漆
園
之

吏
㊿
之
寓
言

ヲ
一
�
、
為

ニ
立
二
其
伝

ヲ
一
、
為
二
姓

ハ
李
、
名

ハ
耳

ト
一
、

為
二
周

ノ
柱
下

ノ
吏

ト
一
�
。
為
二
孔
子
問

ト
一
レ
礼

ヲ
、
凡
五
千
言
之
書

為
三
出

ル
レ
関

ヲ
時

ニ
授

ク
ト

二
尹い

ん
き喜

ニ
一
云
者
�
、
蓋

シ
皆
妄
ト
云
爾ノ

ミ
�
。

予
独

リ
何
人

ゾ
耶ヤ

。
非

ス
二
敢

テ
好

ミ
レ
奇

ヲ
誇

リ
レ
異

ニ
、
妄

ニ
為

ニ
二
此

説
ヲ

一
焉
。
然

レ
ハ

則
今
所
レ
伝

フ
ル

老
子
之
書
何
人
之
所

ナ
ル

レ
成

ス
耶
。

蓋
シ

戦
国
之
末
接
レ
秦

ニ
、
聖
猷
否
塞
�
。
故

ニ
人
或

ハ

襲
ヲ
ソ
ヒ

二
荘
子
之

意
ヲ

一
、
并な

ら
びニ

剽
二
竊

シ
�
其
語

ヲ
一
、
以
作
二
老
・
列
二
書

ヲ
一
�
、
而

播ホ
ド
コ
ス

二
諸

ヲ
後

ニ
一
也
。
下
略
。

蘭
嵎
子
初は

じ
めテ

コ
レ
ヲ
云
。
才さ

い

蔵ぞ
う

氏
コ
レ
ヲ
張
氏
ガ
老
子
是ぜ

正せ
い

ノ

序
ニ
述
ル
�
。
古
今
未
発
ノ
言
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
古
ヘ
ハ
ミ
ナ
、
カ

ク
ノ
ゴ
ト
シ
。
尚
書
ノ
中
ニ
議
ス
ベ
キ
多
シ
。
大だ

た
い
れ
い

戴
礼
�
尚な

お

シ
カ

リ
。
并
ニ
老
子
・
荘
子
・
列
子
・
管
子
ノ
ル
イ
同
ジ
。
何
ト
モ
心

得
ザ
ル
コ
ト
多
シ
。
マ
ヅ
老
子
ニ
テ
一
二
ヲ
挙
ル
ニ
、
伊
藤
氏

曰
、「
老
子

ニ
曰
、『
将

ス
レ
ハ

レ
欲

ト
レ

歙
チ
ヂ
メ
ンレ

之
ヲ

、
必
固

ヨ
リ

張
ル

レ
之
。

将
欲

ト
レ
弱

セ
ン
ト

レ
之

ヲ
、
必
固
強

ク
ス

レ
之

ヲ
。
将

ハ
レ
欲

ト
レ
廃

セ
ン
ト

レ

之
ヲ

、
必
固

ヨ
リ

興
ス
ヲ

レ
之

ヲ
。
将

ト
レ
欲
レ
奪

ハ
ン
ト

レ
之

ヲ
、
必
固
与

フ
レ

之
ヲ

』
�
、
コ
レ
蘇
秦
・
張
儀
�
ノ
功
利
�
ノ
術
、
常
�
ニ
コ
レ
ニ

依
ル
�
也
。
自
然
・
自
化
�
ノ
説
ト
相
反
ス
ル
コ
ト
甚
シ
」。
又

曰
「
連

子
二
称

ス
仁
義

ヲ
一
�
、
論
語

ニ
所
レ
無

キ
、
始
見

ル
二
於
孟
子
及

大
伝
一
�
。
而
此
書
屡

シ
ハ
シ
ハ

曰
二
道
徳
仁
義

ヲ
一
」
�
ノ
コ
ト
、
経け

い

論ろ
ん

ニ

述
ブ
�
。
コ
ノ
熟
字
ア
レ
バ
孟
子
以
後
ノ
書
ナ
ル
コ
ト
シ
ル
ベ
シ
。

又
曰
、「
将
軍
之
称
亦
古

ヘ
所
レ
無

キ
、
而
曰
偏
将
軍
上
将
軍

ト
一
�
。

又
�
、
立
天
子

ヲ
一
置

ク
二
三
公

ヲ
一
�
、
及
以
レ
正

ヲ
治

メ
レ
国

ヲ
、
以
レ

奇
ヲ

治
ム

レ
兵

ヲ
�
。
夫
古
無
二
三
公
�
之
名
一
、
曰
二
三
事

ヲ
一
�
也
。

奇
正
固

ヨ
リ

非
二
春
秋
間
之
語

ニ
一
、
而
孫
・
呉

ノ
�
常
言
爾ノ

ミ

」。
ソ
ノ

余
、
名
論
ア
レ
ト
モ
本
書
ニ
ユ
ヅ
リ
テ
コ
ヽ
ニ
書シ

ル

サ
ズ
�
。
大
抵

秦
火
�
ニ
カ
ヽ
リ
タ
ル
書
ハ
多
ク
後
世
ノ
擬
作
ト
ナ
ル
。
シ
カ
レ

バ
漢
代
ノ
書
也
。
論
孟
ノ
幸

さ
い
わ
いニ

シ
テ
存
ス
ル
ハ
、
天
下
ノ
幸こ

う

甚じ
ん

コ
ノ
上
ヤ
ア
ル
ベ
キ
。
ソ
ノ
余
ハ
疑
フ
ベ
キ
多
シ
ト
ス
ベ
シ
。

［
履
軒
先
生
曰
�
、「
老
子
ソ
ノ
人
ノ
有
無
ハ
ヲ
ヒ
テ
論
ゼ
ス
。
或

曰
、『
易
ノ
旨
ヲ
得
タ
リ
』
ト
。
シ
カ
ル
ニ
易
ノ
書
タ
ル
、
ソ
ノ

本
字
ハ
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
九
六
�
ト
称
シ
テ
、
コ
ト
〳
〵
ク
陰

陽
ヲ
主
ト
ス
。
天
下
万
物
陰
陽
ノ
外
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
也
。
ソ

ノ
余
、
剛
柔
・
中
正
・
吉
凶
・
悔か

い
り
ん吝

�
ミ
ナ
陰
陽
ノ
二
ニ
シ
テ
�
、
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ミ
ナ
ソ
ノ
時じ

し
ょ
い

所
位
ニ
カ
ナ
フ
コ
ト
至
ラ
ザ
ル
所
�
ナ
シ
。
シ
カ
ル

ニ
老
子
ノ
書
ハ
ソ
ノ
章
句
ミ
ナ
陰
柔
ニ
シ
テ
乾け

ん
�
ノ
功
ナ
ク
、
ス

ベ
テ
坤こ

ん
と
く徳

�
ナ
リ
。
一
ヲ
以
テ
云
ヘ
バ
、「
欲
奪
之
、
固
ヨ
リ
予

之
�
」「
以
徳
報
怨
�
」
ノ
類
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
権
謀
・
奸
智
ト
云

ハ
誤
也
。
ミ
ナ
坤
陰
�
・
柔
順
ヲ
以
テ
云
。
一
部
ノ
老
子
ミ
ナ
シ

カ
リ
。
蓋け

だ
しソ

ノ
人
ト
ナ
リ
善
柔
ニ
シ
テ
謙
譲
ニ
ア
マ
リ
、
天
下
ノ

コ
ト
�
過
タ
ル
ヲ
抑
ヘ
、
不
足
ヲ
尊
ブ
ノ
外
ナ
キ
コ
ト
ヲ
工
夫
シ

テ
書
�
タ
ル
コ
ト
ニ
テ
、
其
学
カ
タ
シ
ト
ス
�
。
漢
ノ
竇と

う

大た
い

后こ
う

�

コ
レ
ヲ
信
ズ
ル
ハ
、
婦
人
�
ノ
柔
順
、
坤
徳
ヲ
以
テ
守
ル
ノ
道
ヲ

得
タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
コ
レ
ヲ
武
帝
ニ
ス
ヽ
ム
ル
ハ
ア
ヤ
マ
リ
ナ

リ
。
老
子
ノ
大
柔
大
弱
ノ
徳
ヲ
以
テ
、
ア
ニ
至
大
至
剛
天
下
ヲ
治

ム
九
五
ノ
乾
徳
�
ヲ
窺
フ
ベ
ケ
ン
ヤ
。
荘
子
ノ
書
ト
大
ニ
異
ナ
リ
、

老
子
ノ
辞
ハ
確
実
従
順
、
荘
子
ノ
辞
ハ
浮
虚
放
蕩
、
混
ズ
ベ
カ
ラ

ズ
」。］

【
注
】

①�

岩
波
は
「
也
」。

②�

『
史
記
』
巻
六
十
三
老
荘
申
韓
列
伝
第
三
に
「
孔
子
適
周
、
将

問
礼
於
老
子
云
々
」
と
あ
る
。

③�

漢
の
高
祖
の
功
臣
で
、
二
代
目
の
宰
相
。『
史
記
』
巻
五
十
四

曹
相
国
世
家
に
「
聞
膠
西
有
蓋
公
、
善
治
黄
老
言
、
使
人
厚
幣

請
之
、
既
見
蓋
公
、
蓋
公
為
言
治
道
貴
清
静
而
民
自
定
、
推
此

類
具
言
之
、
参
於
是
避
正
堂
、
舎
蓋
公
焉
、
其
治
要
用
黄
老

術
、
故
相
斉
九
年
、
斉
国
安
集
、
大
称
賢
相
」
と
あ
る
。

④�

岩
波
「
尊
ビ
」。

⑤�

漢
の
高
祖
劉
邦
の
中
子
。
呂
太
后
の
死
後
、
即
位
。『
風
俗
通

義
』
巻
二
孝
文
帝
に
「
文
帝
本
修
黄
老
之
言
、
不
甚
好
儒
術
、

其
治
尚
清
浄
無
為
」
と
あ
り
、『
史
記
』
外
戚
世
家
に
も
「
竇

太
后
（
文
帝
の
皇
后
）
好
黄
帝
老
子
之
言
、
帝
及
太
子
諸
竇
不

得
不
読
黄
帝
老
子
、
尊
其
術
」
と
あ
る
。
な
お
、
漢
の
創
立

時
、
帝
室
の
政
治
基
盤
は
脆
弱
で
、
秦
の
法
家
政
治
に
疲
弊
し

た
人
々
に
対
し
て
積
極
的
な
政
策
を
と
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
っ
た
た
め
、
高
祖
は
秦
を
降
し
て
関
中
に
入
っ
た
直
後
に

「
法
三
章
（
殺
人
は
死
刑
、
傷
害
・
盗
み
に
は
相
当
罪
）」
を
布

い
た
。
思
想
面
で
は
黄
老
思
想
と
呼
ば
れ
る
老
子
風
の
政
治
思

想
が
流
行
し
た
。
こ
れ
を
実
際
の
政
治
に
運
用
し
た
の
は
曹
参

で
あ
っ
た
。
斉
の
相
国
と
し
て
こ
の
施
策
を
用
い
、
そ
の
実
績

が
認
め
ら
れ
て
、
高
祖
の
子
の
恵
帝
の
二
年
（
前
一
九
三
）
に

漢
の
相
国
と
な
り
、
黄
老
思
想
に
基
づ
く
政
治
を
行
な
っ
た
。

曹
参
は
三
年
後
に
世
を
去
っ
た
が
、
黄
老
思
想
に
よ
る
政
治
は

恵
帝
・
呂
后
・
文
帝
・
景
帝
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
た
。
曹
参

の
黄
老
政
治
は
、
法
家
政
治
へ
の
批
判
と
し
て
登
場
し
た
が
、

法
家
政
治
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
て
い
た
官
民
の
法
意
識
・
政
治

遺
産
が
あ
っ
て
こ
そ
の
政
治
で
あ
っ
た
。
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⑥�

岩
波
「
及
ビ
」

⑦�
唐
の
高
宗
が
太
上
玄
元
皇
帝
と
追
贈
、
玄
宗
の
天
宝
二
年
（
七

四
三
）、
大
聖
祖
の
号
を
加
え
、
八
年
、
大
道
玄
元
皇
帝
と
称

し
、
十
三
年
、
大
聖
祖
高
上
大
道
金
闕
玄
元
天
皇
大
帝
と
称
し

た
。
宋
の
真
宗
が
太
上
老
君
混
元
上
徳
皇
帝
を
追
贈
し
、
そ
の

後
は
封
号
が
な
い
。

⑧�

孔
子
に
は
唐
の
玄
宗
が
文
宣
王
と
い
う
王
号
を
追
贈
し
、
宋
の

真
宗
が
至
聖
、
元
の
成
宗
が
大
成
の
称
を
重
ね
加
え
た
の
み
。

⑨�

江
戸
中
期
の
儒
学
者
。
伊
藤
仁
斎
の
第
五
子
。
博
学
・
能
文

で
、
長
子
の
東
涯
と
な
ら
び
称
さ
れ
た
。
紀
州
藩
の
儒
官
。
一

六
九
四
～
一
七
七
八
。
引
用
は
張
静
撰
『
老
子
是
正
』
に
よ
せ

た
序
（
延
享
四
年
）。（
張
静
撰
『
老
子
是
正
』
は
『
国
書
総
目

録
』
に
は
「
寛
延
四
年
刊
」
が
所
載
。）

⑩�

『
史
記
』
老
荘
申
韓
列
伝
に
は
「
姓
李
氏
、
名
耳
、
字
耼
」
と

あ
る
。
一
説
に
は
「
姓
李
、
名
耳
、
字
伯
陽
、
諡
耼
」
と
も
い

う
。

⑪�

荘
子
の
姓
名
。『
史
記
』
老
荘
申
韓
列
伝
の
荘
子
の
項
に
「
其

学
無
所
不
闚
、
然
其
要
本
帰
於
老
子
之
言
」
と
あ
り
、
ま
た

「
以
詆
訿
孔
子
之
徒
、
以
明
老
子
之
術
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

老
子
は
荘
子
の
先
人
で
あ
っ
て
、
老
子
の
学
説
は
荘
子
に
受
け

継
が
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
荘
子
』

庚
桑
楚
篇
に
「
老
耼
之
役
、
有
庚
桑
楚
者
、
偏
得
老
耼
之
道
、

以
北
居
畏
累
之
山
」
と
あ
る
。「
役
」
と
は
弟
子
の
こ
と
。
老

子
の
弟
子
の
庚
桑
楚
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
ま
ま
を
信
用
す
れ
ば
、
荘
子
は
老
子
よ
り
後
の
世
代
に
な

る
が
、
こ
の
篇
は
雑
篇
に
属
し
、
成
立
は
内
篇
よ
り
遅
れ
る
と

み
て
よ
い
。

⑫�

か
た
し
ろ
。
祭
礼
の
時
、
神
の
身
代
わ
り
と
し
て
祭
り
を
受
け

る
も
の
。
古
く
は
人
が
行
な
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に
木
で
作
っ

た
も
の
で
代
用
し
た
。
木
主
、
神し

ん
し
ゅ主

。
仏
教
で
は
位
牌
と
い

う
。

⑬�

木
主
、
神
主
を
い
う
。

⑭�

み
た
ま
や
の
祭
り
に
の
り
と
を
あ
げ
る
人
。『
礼
記
』
礼
運
篇
。

⑮�

項
羽
の
叔
父
。
項
羽
と
と
も
に
秦
末
に
挙
兵
し
た
。

⑯�

戦
国
時
代
の
楚
の
懐
王
は
秦
に
殺
さ
れ
た
。
項
梁
は
懐
王
の
孫

の
心し

ん

を
立
て
て
懐
王
と
し
、
項
羽
に
よ
っ
て
義
帝
と
さ
れ
た

が
、
の
ち
に
殺
さ
れ
た
。

⑰�

岩
波
「
観
」。

⑱�

以
下
の
人
物
に
つ
い
て
孔
子
が
語
っ
て
い
る
こ
と
が
『
論
語
』

に
見
え
る
。
堯
・
舜
は
雍
也
篇
な
ど
、
禹
は
泰
伯
篇
な
ど
、
湯

は
顔
淵
篇
な
ど
、
文
王
は
子
罕
篇
、
武
王
は
泰
伯
篇
、
周
公
は

述
而
篇
な
ど
、
三
仁
（
微
子
・
箕
子
・
比
干
）
は
微
子
篇
、

夷
・
斉
（
伯
夷
・
叔
斉
）
は
公
冶
長
篇
な
ど
。

⑲�

殷
の
三
人
の
賢
人
。
微
子
・
箕
子
・
比
干
。『
論
語
』
微
子
篇
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に
「
微
子
去
之
、
箕
子
為
之
奴
、
比
干
諫
而
死
、
孔
子
曰
、
殷

有
三
仁
焉
」。

⑳�

伯
夷
・
叔
斉
。
殷
の
末
期
、
孤
竹
君
は
叔
斉
を
跡
継
ぎ
に
し
よ

う
と
し
た
が
、
叔
斉
は
兄
の
伯
夷
に
譲
ろ
う
と
し
、
伯
夷
も
受

け
ず
、
二
人
で
西
伯
昌
（
の
ち
の
周
の
文
王
）
の
も
と
へ
と

行
っ
た
。
た
ま
た
ま
昌
が
亡
く
な
り
、
そ
の
子
の
武
王
が
殷
の

紂
王
を
討
伐
に
行
く
と
こ
ろ
に
出
会
い
、
こ
れ
を
諫
め
た
が
聞

き
入
れ
ら
れ
ず
、
首
陽
山
に
隠
れ
て
餓
死
し
た
と
い
う
（『
史

記
』
伯
夷
列
伝
）。『
論
語
』
に
は
四
カ
所
に
登
場
（
公
冶
長
・

述
而
・
季
氏
・
微
子
）。
孔
子
は
清
廉
な
賢
人
と
し
て
評
価
し

て
い
る
。

㉑�

た
だ
…
だ
け
で
は
な
い
。

㉒�

管
仲
に
つ
い
て
は
経
論
篇
二
十
二
に
て
述
べ
て
い
る
。
斉
の
桓

公
に
仕
え
て
諸
侯
の
覇
者
た
ら
し
め
た
。『
論
語
』
憲
問
篇
に

「
子
路
曰
、
桓
公
殺
公
子
糾
、
召
忽
死
之
、
管
仲
不
死
、
曰
未

仁
乎
、
子
曰
、
桓
公
九
合
諸
侯
、
不
以
兵
車
、
管
仲
之
力
也
、

如
其
仁
、
如
其
仁
、
子
貢
曰
、
管
仲
非
仁
者
与
、
桓
公
殺
公
子

糾
、
不
能
死
、
又
相
之
、
子
曰
、
管
仲
相
桓
公
覇
諸
侯
、
一
匡

天
下
、
民
到
于
今
受
其
賜
、
微
管
仲
、
吾
其
被
髪
左
衽
矣
、
豈

若
匹
夫
匹
婦
之
為
諒
也
、
自
経
於
溝
瀆
而
莫
之
知
也
」
と
あ

る
。

㉓�

岩
波
「
也
」。

㉔�

晏
平
仲
は
斉
の
名
宰
相
。
名
は
嬰
、
平
は
諡
、
仲
は
字
。
鄭
の

子
産
よ
り
や
や
後
輩
で
、
孔
子
の
先
輩
に
あ
た
る
。『
論
語
』

公
冶
長
篇
に
「
子
曰
、
晏
平
仲
善
与
人
交
、
久
而
人
敬
之
」
と

あ
る
。「
曰
功
用
之
臣
也
」
に
あ
た
る
言
は
『
論
語
』
に
見
当

た
ら
な
い
。

㉕�

鄭
の
名
宰
相
公
孫
僑
、
字
子
産
。
前
五
二
二
年
、
孔
子
三
十
一

歳
の
と
き
に
亡
く
な
っ
た
。『
論
語
』
公
冶
長
篇
「
子
謂
子
産
、

有
君
子
之
道
四
焉
、
其
行
己
也
恭
、
其
事
上
也
敬
、
其
養
民
也

恵
、
其
使
民
也
義
」、
憲
問
篇
「
或
問
子
産
、
子
曰
、
恵
人
也
」。

（
憲
問
篇
の
こ
の
前
項
に
も
登
場
す
る
）。

㉖�

魯
の
賢
大
夫
。
姓
は
展
、
名
は
獲
、
字
は
子
禽
。
恵
は
諡
。
柳

下
の
地
に
い
た
の
で
柳
下
恵
と
呼
ば
れ
る
。『
論
語
』
衛
霊
公

篇
「
子
曰
、
臧
文
仲
其
竊
位
者
与
、
知
柳
下
恵
之
賢
、
而
不
与

立
也
」、
微
子
篇
「
逸
民
、
伯
夷
、
叔
斉
、
虞
仲
、
夷
逸
、
朱

張
、
柳
下
恵
、
少
連
」、
同
篇
に
も
う
一
箇
所
登
場
す
る
。

㉗
『
論
語
』
微
子
篇
に
登
場
。
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
。

㉘�

魯
の
大
夫
。
姓
は
臧
孫
、
名
は
辰
、
文
は
諡
、
仲
は
字
。
孔
子

の
生
ま
れ
る
六
十
五
年
前
に
亡
く
な
っ
た
。『
論
語
』
公
冶
長

篇
お
よ
び
衛
霊
公
篇
に
登
場
。

㉙�

衛
の
大
夫
、
史
鰌
、
字
は
子
魚
。『
論
語
』
衛
霊
公
篇
に
「
子

曰
、
直
哉
史
魚
、
邦
有
道
如
矢
、
邦
無
道
如
矢
、
君
子
哉
蘧
伯

玉
、
邦
有
道
則
仕
、
邦
無
道
則
可
巻
而
懐
之
」
と
あ
る
。
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㉚�

衛
の
大
夫
。
憲
問
篇
お
よ
び
衛
霊
公
篇
に
出
て
く
る
。

㉛�
『
論
語
』
微
子
篇
の
「
子
路
従
而
後
、
遇
丈
人
以
杖
荷
蓧
」
の

丈
人
（
老
人
）
の
こ
と
か
。
孔
子
は
子
路
か
ら
話
を
聞
い
て

「
隠
者
也
」
と
い
っ
た
。
な
お
、
底
本
で
は
「
荷

フ
蕢

フ
レ
楚
」

と
誤
る
。

㉜�

『
論
語
』
微
子
篇
に
「
楚
狂
接
輿
歌
而
過
孔
子
」
と
あ
る
。
世

を
あ
き
ら
め
て
狂
人
の
ふ
り
を
し
て
い
る
隠
者
。

㉝�

こ
の
二
人
は
隠
者
の
名
。『
論
語
』
微
子
篇
に
登
場
。

㉞�

摯
は
大
師
、
干
は
亜
飯
（
二
度
目
の
食
事
を
す
す
め
る
と
き
の

音
楽
係
）、
繚
は
三
飯
、
缺
は
四
飯
で
あ
っ
た
人
物
の
名
。『
論

語
』
微
子
篇
に
「
大
師
摯
適
斉
、
亜
飯
干
適
楚
、
三
飯
繚
適

蔡
、
四
飯
缺
適
秦
、
鼓
方
叔
入
于
河
、
播は

鼗と
う

武ぶ

入
于
漢
、
少
師

陽
・
撃げ

き

磬け
い

襄じ
よ
う

入
于
海
」
と
あ
る
。
殷
末
（『
漢
書
』
注
に
よ

る
。
新
注
で
は
孔
子
の
時
代
）、
音
楽
が
乱
れ
た
の
で
、
音
楽

の
役
人
が
そ
れ
ぞ
れ
他
の
地
に
移
っ
た
こ
と
を
い
う
。

㉟�

『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
「
子
曰
、
巧
言
令
色
足
恭
、
左
丘
明
恥

之
、
丘
亦
恥
之
、
匿
怨
而
友
其
人
、
左
丘
明
恥
之
、
丘
亦
恥

之
」
と
あ
る
。
孔
子
の
弟
子
と
も
同
時
代
の
人
と
も
い
わ
れ
る

が
不
明
。
新
注
で
は
昔
の
有
名
な
人
と
さ
れ
て
い
る
。『
春
秋

左
氏
伝
』
の
著
者
と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

本
書
経
論
篇
七
に
て
論
じ
て
い
る
。

㊱�

『
論
語
』
述
而
篇
に
「
子
曰
、
述
而
不
作
、
信
而
好
古
、
竊
比

於
我
老
彭
」
と
あ
る
。
殷
の
賢
大
夫
を
い
う
と
か
、
鄭
玄
の
注

で
は
老
耼
（
老
子
）
と
彭
祖
（
昔
の
長
寿
者
）
の
こ
と
と
す
る

ほ
か
、
諸
説
あ
る
。

㊲�

岩
波
「
称
」。

㊳�

「
聞
人
」
は
有
名
人
、「
畸
士
」
は
性
質
や
行
な
い
が
普
通
の
人

と
は
違
っ
て
い
る
人
。

㊴�

隠
れ
住
ん
で
放
言
す
る
者
。
注
㉖
に
あ
げ
た
『
論
語
』
微
子
篇

の
文
の
後
に
出
て
く
る
。「
謂
虞
仲
・
夷
逸
、
隠
居
放
言
、
身

中
清
、
廃
中
権
」。

㊵�

「
踁
」
は
「
脛
」
の
誤
り
。『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
原
壌
夷
俟
、

子
曰
、
幼
而
不
孫
弟
、
長
而
無
述
焉
、
老
而
不
死
、
是
為
賊
、

以
杖
叩
其
脛
」
と
あ
る
。
う
ず
く
ま
っ
て
待
っ
て
い
た
原
壌

を
、
孔
子
は
「
幼
少
の
時
は
へ
り
く
だ
ら
ず
、
大
き
く
な
っ
て

も
言
う
ほ
ど
の
こ
と
は
な
く
、
年
寄
り
ま
で
生
き
て
死
に
も
し

な
い
。
こ
う
い
う
の
が
人
を
害
す
る
賊
な
の
だ
」
と
言
っ
て
、

杖
で
そ
の
脛
を
打
っ
た
。

㊶�

そ
で
。
そ
で
を
か
か
げ
る
さ
ま
。
あ
げ
る
。

㊷�

「
李
」
の
誤
り
。

㊸�
楊
は
楊
朱
、
墨
は
墨
翟
。
於
陵
仲
子
は
於
陵
に
隠
れ
て
い
た
斉

の
陳
仲
子
の
こ
と
。
孟
子
は
こ
こ
に
あ
げ
た
人
々
の
考
え
を
批

判
し
て
い
る
（『
孟
子
』
滕
文
公
上
・
告
子
）。

㊹�

『
荀
子
』
第
六
に
非
十
二
子
篇
が
あ
り
、
戦
国
時
代
の
十
二
人
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の
思
想
家
を
批
判
し
て
い
る
。
対
象
と
な
っ
た
十
二
人
は
以
下

の
通
り
（
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
）。
它
囂
と

魏
牟
、
陳
仲
と
史
鰌
、
墨
翟
と
宋
銒
、
慎
到
と
田
駢
、
恵
施
と

鄧
析
、
子
思
と
孟
子
。

㊺�

岩
波
「
亦
」。

㊻�

こ
の
こ
と
ば
は
『
荀
子
』
第
十
七
天
論
の
末
尾
の
項
に
あ
る
。

詘
は
屈
、
信
は
伸
に
同
じ
。
慎
子
（
慎
到
）
は
後
ろ
の
ほ
う
ば

か
り
を
見
て
前
を
見
ず
、
老
子
は
ま
げ
る
ほ
う
ば
か
り
を
見
て

伸
び
る
ほ
う
を
見
な
い
の
意
。
こ
の
あ
と
に
墨
子
・
宋
子
（
宋

銒
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

㊼�

「
日
子
」
は
「
田
子
」
の
誤
り
。
田
子
は
田
駢
。

㊽�

岩
波
「
此
亦
」。

㊾�

『
史
記
』
の
作
者
、
漢
の
司
馬
遷
を
い
う
。
太
史
公
遷
を
略
し

た
も
の
か
。

㊿�

岩
波
「
漆
園
吏
」
に
作
る
。
荘
子
の
こ
と
。『
史
記
』
老
荘
申

韓
列
伝
に
「
荘
子
者
蒙
人
也
、
名
周
、
周
嘗
為
蒙
漆
園
吏
」
と

あ
る
。

��

ほ
か
の
物
事
に
こ
と
よ
せ
て
考
え
を
述
べ
る
こ
と
ば
。
た
と
え

話
。

��

『
史
記
』
老
荘
申
韓
列
伝
で
は
「
周
守
蔵
室
之
史
也
」
と
あ
る
。

守
蔵
室
は
図
書
館
。
周
で
は
図
書
が
宮
殿
の
柱
の
下
に
あ
り
、

図
書
を
つ
か
さ
ど
る
官
吏
は
そ
こ
に
立
っ
て
い
た
か
ら
柱
下
吏

と
呼
ば
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
老
子
の
別
名
と
な
っ
た
。

��

『
史
記
』
老
荘
申
韓
列
伝
に
よ
る
。
五
千
言
の
書
は
『
老
子
』

の
書
を
指
す
。
尹
喜
は
関
所
の
役
人
で
あ
っ
た
人
物
。
の
ち

『
列
仙
伝
』
で
は
予
言
を
よ
く
す
る
仙
人
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。

��

岩
波
「
妄
言
爾
」。
こ
こ
は
書
き
誤
り
で
あ
ろ
う
。

��

聖
猷
は
聖
人
の
は
か
り
ご
と
。
ふ
つ
う
は
天
子
の
考
え
の
意
で

用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
儒
教
の
聖
人
の
教
え
。
否
塞
は
閉
じ

ふ
さ
が
る
意
。

��

剽
窃
と
も
書
く
。
他
人
の
文
章
や
学
説
を
盗
み
取
っ
て
自
分
の

も
の
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
。

��

『
老
子
』
と
『
列
子
』。『
列
子
』
は
列
禦
寇
の
撰
と
さ
れ
る
書
。

内
容
的
に
列
子
死
後
の
こ
と
が
ら
が
多
い
の
で
後
人
の
偽
作
と

も
い
う
。『
冲
虚
真
経
』
と
も
い
う
。

��

才
蔵
氏
は
伊
藤
蘭
嵎
の
字
。
注
⑨
参
照
。

��

前
漢
の
戴
徳
撰
。
礼
に
関
す
る
学
説
を
集
め
て
八
十
五
篇
に
整

理
し
た
が
、
現
存
は
三
十
五
篇
。『
礼
記
』
の
編
者
の
戴
聖
は

甥
な
の
で
小
戴
と
い
い
、
戴
徳
を
大
戴
と
い
う
。
書
名
は
慣
用

的
に
「
だ
た
い
れ
い
」
と
読
む
。

��

『
老
子
』
三
十
六
章
。

��

戦
国
時
代
末
期
の
思
想
家
。
蘇
秦
は
合
従
を
唱
え
、
張
儀
は
連

衡
を
と
な
え
た
か
ら
縦
横
家
と
い
わ
れ
る
。
小
川
環
樹
氏
は
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『
老
子
』
三
十
六
章
に
つ
い
て
「
こ
の
章
と
よ
く
似
た
文
が

『
韓
非
子
』
お
よ
び
『
戦
国
策
』
の
魏
策
に
『
周
書
』
か
ら
引

か
れ
」
と
注
し
、
さ
ら
に
「
こ
の
章
の
前
半
は
『
周
書
』
の
佚

文
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。『
周
書
』
は
陰
謀
の
書
と
い
わ
れ
、

蘇
秦
は
こ
れ
を
学
ん
だ
と
い
う
か
ら
、
戦
国
時
代
の
複
雑
な
各

国
の
あ
い
だ
の
か
け
ひ
き
に
原
理
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
（『
老
子
』
中
公
文
庫
）。

��

功
名
と
利
得
（『
管
子
』
立
政
篇
）。

��

岩
波
「
ツ
ネ
」。

��

岩
波
「
ヨ
ル
」。

��

自
然
は
「
自
ず
か
ら
然
り
」、
あ
り
の
ま
ま
、
本
来
の
姿
で
人

工
が
加
わ
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。『
老
子
』
二
十
五
章
に
見
え

る
。
自
化
は
「
自
ず
か
ら
化
す
」。『
老
子
』
三
十
七
章
、
五
十

七
章
に
見
え
る
。

��

『
老
子
』
十
八
章
に
「
大
道
廃
有
仁
義
」
と
あ
る
。『
孟
子
』
に

は
梁
恵
王
上
・
滕
文
公
下
・
尽
心
上
・
告
子
上
な
ど
。

��

『
礼
記
』
の
篇
名
、
あ
る
い
は
『
易
経
』
繋
辞
伝
を
い
う
が
、

『
礼
記
』
大
伝
に
は
見
ら
れ
ず
、
郷
飲
酒
義
篇
に
「
仁
義
接
」

と
あ
る
。『
易
経
』
で
は
説
卦
伝
に
「
立
人
之
道
、
曰
仁
与
義
」

と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
い
う
か
。

��

岩
波
は
こ
こ
で
切
っ
て
、
こ
の
あ
と
に
仁
義
を
入
れ
る
。

��

経
論
篇
三
十
四
。

��

『
老
子
』
三
十
一
に
「
偏
将
軍
居
左
、上
将
軍
居
右
」
と
あ
る
。

�
岩
波
「
又
曰
」。

��

『
老
子
』
六
十
二
。

��

『
老
子
』
五
十
七
。

��

臣
下
と
し
て
の
最
高
位
。
時
代
に
よ
っ
て
名
称
は
変
わ
り
、
周

で
は
太
師
・
太
傅
・
太
保
、
前
漢
で
は
丞
相
・
大
尉
・
御
史
大

夫
な
ど
。

��

『
詩
経
』
小
雅
・
雨
無
正
に
「
三
事
大
夫
、
莫
肯
夙
夜
」
と
あ

り
、
鄭
玄
以
来
、
こ
の
「
三
事
」
が
三
公
、「
大
夫
」
は
六
卿

及
び
中
下
大
夫
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
公
の
古

名
が
三
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
三
事
の
名
の
由
来
は
、

天
・
地
・
人
に
事
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

��

孫
子
と
呉
子
。

��

岩
波
「
シ
ル
サ
ズ
」。

��

秦
の
始
皇
帝
に
よ
る
焚
書
を
い
う
。

��

中
井
履
軒
撰
『
老
子
雕
題
』
に
同
趣
旨
の
文
が
あ
る
。

��

易
で
は
陽
を
表
す
の
に
九
、
陰
を
表
す
の
に
六
を
用
い
る
。

��

『
易
経
』
の
用
語
。
繫
辞
伝
に
「
明
吉
凶
剛
柔
、
相
推
而
生
変

化
、
是
故
吉
凶
者
失
得
之
象
也
、
悔
吝
者
憂
虞
之
象
也
、
変
化

者
進
退
之
象
也
、
剛
柔
者
昼
夜
之
象
也
」
と
あ
る
。
悔
吝
は
悔

い
怨
む
の
意
。
中
正
は
易
の
六
爻
中
の
二
と
五
を
中
と
い
い
、

陽
爻
が
陽
位
（
奇
数
）
に
お
り
、
陰
爻
が
陰
位
（
偶
数
）
に
い
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る
の
を
正
と
い
う
。
従
っ
て
二
が
陰
（
六
二
）、
五
が
陽
（
九

五
）
で
あ
れ
ば
中
正
と
な
る
。

��

「
二
」
は
岩
波
「
二
ツ
」。
陰
陽
の
二
つ
の
働
き
に
よ
る
の
意
。

剛
柔
は
陽
と
陰
を
表
し
、
中
正
は
陰
陽
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
べ
き

位
置
に
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
吉
凶
が
分
か
れ
る
。
吉

は
得
ら
れ
る
こ
と
、
凶
は
失
う
こ
と
。
失
え
ば
悔
い
う
ら
む
こ

と
に
な
る
。

��

岩
波
「
処
」。

��

乾
は
六
爻
が
す
べ
て
陽
の
卦
で
、
強
い
陽
の
働
き
を
も
つ
。

��

坤
は
六
爻
が
す
べ
て
陰
の
卦
。

��

岩
波
で
は
カ
タ
カ
ナ
の
「
ヨ
リ
」
な
し
。
注
�
参
照
。

��

『
老
子
』
六
十
三
に
「
報
怨
以
徳
」
と
あ
る
。

�
こ
こ
は
坤
徳
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

��

岩
波
「
事
」。

��

岩
波
「
カ
キ
」。

��

岩
波
「
其
」
を
取
り
「
学ま

な
びガ

タ
シ
ト
ス
」
と
す
る
。

��

文
帝
の
皇
后
。
道
家
思
想
を
好
ん
だ
。
景
帝
は
子
、
武
帝
は
孫

に
あ
た
る
。
注
⑤
参
照
。

��

岩
波
「
婦
女
」。

��

乾
は
強
い
陽
の
働
き
を
も
ち
（
注
�
）、
当
然
、
六
爻
の
五
の

位
置
に
九
（
陽
爻
）
が
あ
る
か
ら
中
正
を
得
て
い
て
（
注
�
）、

天
子
の
徳
を
表
す
と
い
わ
れ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
老
子
』
の
書
は
古
い
書
で
あ
る
か
ら
と
貴
ば
れ
、
ま
た
そ
の

文
中
に
名
言
が
多
く
、『
史
記
』
に
「
孔
子
、
礼
を
老
子
に
問
ふ
」

と
あ
る
の
で
、
老
子
を
孔
子
の
師
で
あ
る
と
み
な
し
、
さ
ら
に
漢

の
曹
参
が
老
子
の
道
を
尊
び
、
文
帝
や
後
世
の
天
子
が
多
く
尊
敬

し
、
つ
い
に
は
帝
号
を
追
贈
さ
れ
て
孔
子
よ
り
上
位
に
置
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

伊
藤
蘭
嵎
先
生
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
老
耼
は
昔
、
実

在
し
な
か
っ
た
。
思
う
に
、
荘
周
が
初
め
て
そ
の
名
を
あ
げ
、
自

身
の
説
の
根
拠
と
し
、
こ
れ
を
祭
祀
の
か
た
し
ろ
と
し
、
位
牌
と

し
て
、
自
ら
が
祝
詞
の
読
み
役
と
な
っ
て
、
神
の
言
葉
を
告
げ
た

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
項
梁
が
楚
の
懐
王
の
孫
に
あ
た
る

心し
ん

を
立
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
心
を
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た
の
と

同
じ
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
何
に
よ
っ
て
わ
か
る
か
と
い
う
と
、
昔
、
孔
子
は
古
の

聖
人
賢
人
を
列
挙
し
た
。
そ
れ
は
『
論
語
』
に
て
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
・
三
仁
・
伯
夷
・
叔

斉
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
管
仲
は
「
仁
な
り
」
と
も
「
そ
の

仁
に
如
か
ん
や
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
晏
平
仲
は
「
よ
く
人
と

交
わ
る
」
と
言
わ
れ
、「
功
用
の
臣
な
り
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

国
僑
・
展
禽
・
少
連
・
臧
文
仲
・
史
魚
・
蘧
伯
玉
・
荷
蕢
・
楚

狂
・
長
沮
・
桀
溺
・
摯
・
干
・
繚
・
缺
・
左
丘
明
・
老
彭
と
い
っ
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た
人
々
を
す
べ
て
あ
げ
て
、
そ
の
名
を
称
し
て
い
る
。
た
い
へ
ん

な
も
の
だ
、
孔
子
先
生
が
昔
の
聖
賢
君
子
を
慕
い
、
当
時
の
有
名

人
や
一
風
変
わ
っ
た
人
ま
で
残
さ
ず
列
挙
し
て
い
る
の
は
、
こ
こ

に
見
る
通
り
で
あ
る
。

　

も
し
、
ほ
ん
と
う
に
老
耼
と
い
う
人
が
い
た
な
ら
ば
、
こ
れ
を

（
虞
仲
や
夷
逸
の
よ
う
な
）
隠
れ
住
ん
で
放
言
す
る
者
た
ち
の
中

に
い
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず
や
（
原
壌
の
よ
う
に
）
杖
で
脛
を
打

た
れ
る
の
と
同
じ
（
む
だ
に
生
き
て
い
る
と
い
う
）
罪
に
な
る
は

ず
だ
か
ら
（
そ
の
ど
ち
ら
か
に
な
る
は
ず
）、
そ
の
名
を
あ
げ
る

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
ひ
と
こ
と
も
老
耼
を
言
わ
ず
、
李
耳

に
も
言
及
し
な
い
。
こ
れ
こ
そ
実
際
に
そ
の
人
は
い
な
い
こ
と
の

証
拠
で
あ
る
。

　

孟
子
は
楊
子
や
墨
子
を
批
判
し
、
告
子
・
於
陵
仲
子
・
許
行
・

夷
之
も
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
老
耼
を
議
論
す
る
言

葉
は
ひ
と
こ
と
も
な
く
、
李
耳
を
非
難
す
る
言
葉
も
ま
っ
た
く
な

い
。
こ
れ
も
ま
た
こ
の
人
が
実
在
し
な
い
証
拠
で
あ
る
。
荀
子
の

非
十
二
子
の
中
に
老
耼
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
こ
の
人
が
実

在
し
な
い
証
拠
で
あ
る
。
さ
ら
に
荀
子
の
天
論
篇
で
は
「
慎
子
は

後
に
見
る
あ
り
て
、
前
に
見
る
な
し
。
老
子
は
詘
に
見
る
あ
り

て
、
信
に
見
る
な
し
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
老
子
は
お
そ
ら
く
田
子

の
誤
り
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
荀
子
の
非
十
二
子
で
は
、
二
人

ず
つ
並
べ
て
「
慎
到
・
田
駢
」
と
い
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
も
慎
子
の
あ
と
で
、
宋
子
の
前
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
老
と
田
の
字
が
間
違
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

司
馬
遷
は
漆
園
吏
の
荘
周
の
寓
言
を
信
じ
て
、
そ
の
伝
記
を
作

り
、
姓
は
李
、
名
は
耳
、
周
の
図
書
館
の
役
人
で
あ
る
と
し
て
、

孔
子
が
礼
を
質
問
し
た
と
し
た
。
全
部
で
五
千
言
の
書
を
、
関
所

を
出
る
と
き
尹
喜
に
授
け
た
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
す
べ
て
で

た
ら
め
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
私
は
い
っ
た
い
何
者
だ
ろ
う
。
あ

え
て
変
わ
っ
た
こ
と
を
好
み
、
人
と
違
う
こ
と
を
誇
っ
て
、
で
た

ら
め
に
こ
の
説
を
言
い
出
す
よ
う
な
人
間
で
は
な
い
。
そ
う
す
る

と
、
今
に
伝
わ
る
『
老
子
』
の
書
は
、
ど
う
い
う
人
が
作
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
戦
国
の
末
、
秦
の
建
国
に
あ
た
り
、
聖

人
の
教
え
が
塞
が
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
る
人
が
荘
子
の

考
え
を
継
ぎ
、
同
時
に
荘
子
の
言
葉
を
盗
ん
で
、『
老
子
』『
列

子
』
の
二
書
を
作
り
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
以

下
略
。（
伊
藤
蘭
嵎
の
引
用
は
こ
こ
ま
で
）

　

蘭
嵎
先
生
が
初
め
て
こ
れ
を
言
い
出
さ
れ
た
。
才
蔵
氏
は
こ
の

こ
と
を
張
氏
（
靜
）
の
『
老
子
是
正
』
の
序
に
述
べ
ら
れ
た
。
古

今
未
発
の
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昔
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど

れ
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。『
尚
書
』
の
中
に
は
議
す
べ
き

こ
と
が
多
い
。『
大
戴
礼
』
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
な
ら
び
に

『
老
子
』『
荘
子
』『
列
子
』『
管
子
』
の
類
も
同
じ
で
あ
る
。
な
ん

と
も
合
点
の
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
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ま
ず
『
老
子
』
に
お
い
て
一
、
二
点
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
伊
藤

（
蘭
嵎
）
氏
は
い
う
。

　

老
子
に
「
縮
め
よ
う
と
思
え
ば
、
し
ば
ら
く
存
分
に
伸
び
き
ら

せ
て
お
く
に
限
る
。
弱
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
し
ば
ら
く
存
分
に

強
が
ら
せ
て
お
く
に
限
る
。
廃
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
し
ば

ら
く
存
分
に
元
気
づ
け
て
お
く
に
限
る
。
奪
い
取
ろ
う
と
す
る
な

ら
、
し
ば
ら
く
貪
欲
に
取
ら
せ
て
お
く
に
限
る
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
蘇
秦
や
張
儀
の
功
利
を
得
よ
う
と
す
る
術
に
お
い
て
い
つ
も

頼
る
方
法
で
あ
る
。（
老
子
の
主
張
で
あ
る
）
自
然
や
自
化
の
説

と
相
反
し
て
い
る
こ
と
甚
だ
し
い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
い
う
。「
仁
義
」
と
二
字
並
べ
て
い
う

の
は
、『
論
語
』
に
は
な
く
、『
孟
子
』
や
『
易
経
』
大
伝
に
初
め

て
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
老
子
』
で
は
し
ば
し
ば
「
道
徳

仁
義
」
の
語
を
い
う
。
仁
義
の
こ
と
は
経
論
篇
で
述
べ
た
。
こ
の

熟
語
が
あ
れ
ば
『
孟
子
』
以
後
の
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
い
う
。
将
軍
と
い
う
呼
称
は
昔
に
は
な
い
が
、『
老
子
』

に
は
「
偏
将
軍
」「
上
将
軍
」
が
出
て
く
る
。
ま
た
、「
天
子
を
立

て
、
三
公
を
置
き
」
や
「
正
を
も
っ
て
国
を
治
め
、
奇
を
も
っ
て

兵
を
治
む
」
と
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
昔
は
三
公
の
名
は
な
く
、
三

事
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
奇
正
と
い
う
の
は
本
来
春
秋
時
代
の
言

葉
で
は
な
く
、『
孫
子
』『
呉
子
』
で
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
名
論
が
あ
る
が
、
本
書
に
ゆ
ず
っ
て
こ
こ
に
は

記
さ
な
い
で
お
く
。

　

大
抵
、
秦
の
焚
書
に
か
か
っ
て
焼
か
れ
た
書
は
、
多
く
は
後
世

に
擬
え
て
書
か
れ
た
。
そ
う
す
る
と
漢
代
の
書
に
な
る
。『
論
語
』

『
孟
子
』
が
幸
い
な
こ
と
に
存
続
し
た
こ
と
は
、
天
下
に
と
っ
て

こ
の
上
な
い
幸
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
書
は
疑
う
べ
き
こ
と

が
多
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
［
履
軒
先
生
は
こ
う
い
わ
れ
た
。
老
子
そ
の
人
の
有
無
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。
あ
る
人
が
「
易
の
趣
旨
を
得
て
い

る
」
と
い
っ
た
。
さ
て
、『
易
経
』
と
い
う
書
は
、
本
文
に
は

「
陰
陽
」
の
語
は
な
い
が
、
九
六
と
い
う
爻
を
借
り
て
述
べ
、
す

べ
て
陰
陽
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
天
下
万
物
に
陰
陽
以
外
の
も

の
は
な
い
と
い
う
考
え
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
剛

柔
・
中
正
・
吉
凶
・
悔
吝
な
ど
ど
れ
も
陰
陽
の
二
つ
に
よ
る
も
の

で
、
み
な
そ
の
時
や
所
や
地
位
に
適
合
し
、
行
き
届
か
な
い
と
こ

ろ
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
老
子
』
の
書
は
そ
の
文
章
語
句
が
ど
れ
も
陰
で

あ
り
柔
で
あ
っ
て
、
乾
の
働
き
は
な
く
、
す
べ
て
坤
徳
で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、「
奪
お
う
と
す
る
な
ら
、
し
ば
ら
く
は
与
え

て
お
く
」
や
「
怨
む
べ
き
仕
打
ち
に
は
身
に
つ
い
た
徳
で
応
え

る
」
の
類
で
あ
る
。
こ
れ
を
（
蘇
秦
や
趙
儀
の
よ
う
な
）
謀
略
や

ず
る
が
し
こ
さ
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
み
な
坤
徳
や
柔
順
に

よ
る
と
い
え
よ
う
。『
老
子
』
の
一
部
は
ど
れ
も
そ
う
で
あ
る
。
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お
そ
ら
く
そ
の
人
と
な
り
は
善
良
で
柔
弱
で
、
謙
譲
の
余
り
、

天
下
の
で
き
ご
と
の
過
剰
な
部
分
を
抑
制
し
、
不
足
で
あ
る
こ
と

を
尊
重
す
る
外
な
い
こ
と
を
、
工
夫
し
て
文
章
に
し
た
の
で
あ
っ

て
、
学
ぶ
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
い
え
る
。
漢
の
竇
大
后
が
こ
の

思
想
を
信
じ
た
の
は
、
女
性
の
柔
弱
で
従
順
な
性
質
や
女
性
ら
し

い
坤
徳
を
守
る
た
め
の
道
を
こ
こ
に
見
い
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
こ
れ
を
武
帝
に
勧
め
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
。『
老
子
』
の

大
い
に
柔
弱
な
る
徳
を
も
っ
て
、
ど
う
し
て
至
極
強
大
な
、
天
下

を
治
め
る
九
五
の
乾
徳
を
持
つ
武
帝
の
力
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。

　
（『
老
子
』
は
）『
荘
子
』
と
は
大
い
に
異
な
る
。『
老
子
』
の
言

葉
は
確
実
で
従
順
で
あ
る
が
、『
荘
子
』
の
言
葉
は
浮
つ
い
た
で

た
ら
め
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
混
同
し
て
は
い
け
な
い
。］

十
四　
《
列
子
に
つ
い
て
》

列
子
ノ
書
①
ハ
荘
周
ノ
作
ル
所
ト
云
。
列
仙
伝
②
ニ
「
鄭
人
、
名

ハ
禦ぎ

ょ
こ
う冦

」
ト
ス
レ
ド
モ
、
列
仙
伝
ノ
妄
説
取
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

張ち
ょ
う
た
ん堪

③
（
欄
外
：
張
堪
、
晋
人
）
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ソ
ノ
出
処
ヲ

シ
ラ
ズ
。
只た

だ

コ
ノ
書
ヲ
得
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
伝
来
ヲ
シ
ラ
ザ

ル
也
。
列
子
ノ
書
、
仏ふ

つ

語ご

④
ニ
似
タ
ル
コ
ト
多
シ
⑤
。「
和
光
同

塵
」
ハ
老
子
ニ
出い

で
⑥
、「
死
此
生
彼
」
ハ
列
子
ニ
出い

ず
⑦
。
ア
ヽ
コ

ノ
二
書
疑
フ
ベ
キ
カ
ナ
。
ソ
ノ
余
孔
子
ノ
語
ヲ
引
コ
ト
多

お
お
し

⑧
ト
云い

え

ド
モ
、
ミ
ナ
妄
誕
ナ
リ
。
ヨ
ム
ベ
カ
ラ
ス
。
殊こ

と

ニ
風
ニ
乗
ジ
テ
天

ニ
昇
ル
⑨
ト
云い

う

人
、
ナ
ン
ゾ
天
下
ヲ
治
ム
ル
ノ
道
ヲ
シ
ラ
ン
。

【
注
】

①�

列
禦
寇
が
書
い
た
と
さ
れ
る
書
。
偽
作
と
し
て
疑
う
説
が
多

い
。

②�

前
漢
の
劉
向
の
撰
と
い
う
が
事
実
は
不
詳
。
こ
こ
に
は
列
子
は

出
て
い
な
い
。
列
禦
寇
の
名
は
『
荘
子
』
列
禦
寇
篇
に
登
場
す

る
の
が
初
出
で
あ
る
。『
列
子
』
の
著
者
を
戦
国
時
代
の
列
禦

寇
に
結
び
つ
け
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
鄭
人
と
す
る
の
は
劉

向
の
叙
録
に
お
い
て
で
あ
る
（
注
③
参
照
）。

③�

晋
の
人
。『
列
子
』
の
注
を
書
い
た
。
そ
の
冒
頭
の
「
列
子
序
」

に
『
列
子
』
成
立
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
、「
然
所
明
往
往

与
仏
経
相
参
、
大
帰
同
於
老
荘
」
と
あ
る
。
ま
た
張
堪
注
『
列

子
（
沖
虚
至
徳
真
経
）』（
四
部
叢
刊
本
）
に
は
前
漢
の
劉
向
の

校
定
し
た
八
巻
本
の
叙
録
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、

「
右
新
書
定
著
八
章
」
で
始
ま
り
「
護
左
都
水
都
者
光
禄
大
臣

向
所
校
列
子
書
録
永
始
三
年
八
月
壬
寅
上
」
で
終
わ
る
。
文
中

に
「
列
子
者
鄭
人
也
」「
多
寓
言
、
与
荘
周
相
類
、
故
太
史
公

司
馬
遷
不
為
列
伝
」
と
あ
る
。
こ
の
劉
向
の
文
章
も
後
人
の
偽

託
で
あ
る
と
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
列
子
』
に
つ
い
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て
は
福
永
光
司
氏
の
解
説
（
中
国
古
典
文
学
大
系
４
『
老
子
・

荘
子
・
列
子
・
孫
子
・
呉
子
』）
を
参
照
。

④�

仏
教
語
。
あ
る
い
は
仏
教
思
想
に
も
と
づ
く
言
葉
の
意
。

⑤�

岩
波
「
ヲ
ヽ
シ
」。

⑥�

『
老
子
』
四
「
和
其
光
、
同
其
塵
」。
才
智
を
包
ん
で
顕
さ
ず
、

世
俗
に
交
じ
っ
て
異
を
立
て
ぬ
こ
と
。

⑦�

『
列
子
』
天
瑞
篇
「
死
之
與
生
、
一
往
一
反
、
故
死
於
是
者
、

安
知
不
生
於
彼
」。

⑧�

『
列
子
』
仲
尼
篇
に
は
孔
子
が
多
く
登
場
す
る
。

⑨�

『
列
子
』
黄
帝
篇
に
は
、
列
子
が
老
商
氏
を
師
と
し
、
伯
高
氏

を
友
と
し
、
こ
の
二
人
の
術
を
究
め
つ
く
し
て
、
風
に
乗
っ
て

帰
っ
て
き
た
（
乗
風
而
帰
）
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
列
子
』
の
書
は
荘
周
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
。『
列
仙

伝
』
に
は
「
鄭
人
、
名
は
禦
寇
」
と
あ
る
が
、『
列
仙
伝
』
の
で

た
ら
め
な
説
は
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
晋
の
張
堪
で
さ
え
も
、
そ

の
出
所
を
知
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
書
を
手
に
入
れ
た
だ
け
で

あ
っ
て
、
そ
の
由
来
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
列
子
』
に
は
仏
教
の
言
葉
に
似
た
も
の
が
多
い
。「
和
光
同

塵
」
は
『
老
子
』
に
、「
此
に
死
に
彼
に
生
ま
る
」
は
『
列
子
』

に
出
て
い
る
（
ど
ち
ら
も
仏
教
的
な
考
え
を
示
す
も
の
で
あ
る
）。

そ
の
ほ
か
、
孔
子
の
こ
と
ば
を
引
く
こ
と
も
多
い
が
、
み
な
で
た

ら
め
で
あ
る
。
読
ん
で
は
な
ら
な
い
。
こ
と
に
「
風
に
乗
っ
て
天

に
昇
る
」
と
い
う
人
が
、
ど
う
し
て
天
下
を
治
め
る
道
を
知
っ
て

い
る
と
い
う
の
か
。

十
五　
《
荘
子
に
つ
い
て
》

荘
子
ノ
書
ハ
寓
言

① 

物
ニ
ヨ
ソ
ヘ
又
ハ
ナ
キ
人
ヲ
ツ
ク
リ
テ
云
ナ
リ

重
じ
ゅ
う

言げ
ん 

自
言
ニ
テ
ハ
人

信
セ
ザ
ル
ユ
ヘ
ニ
聖
人
賢
人
ヲ
カ
リ
テ
言
ナ
リ
② 

巵
言 

酒
ノ
ミ
ハ
ナ
シ
ノ
ゴ
ト
ク
面
白
ク
説
キ
テ
媼お

う
ば婆

ノ
耳
ニ
モ
入
ル
也
③ 

ト
、
サ
マ
〴
〵
ニ
云い

い

ナ
シ
テ
鄙ひ

賤せ
ん

匹ひ
っ

夫ぷ

④
ノ
耳
ニ

モ
入
ル
⑤
ヤ
ス
キ
ヤ
ウ
ニ
書
タ
ル
ナ
リ
。
畢ひ

っ

竟き
ょ
うハ

仏
説
ト
ソ
ノ
意

同
ジ
。
ス
デ
ニ
史
記
ニ
⑥
曰
、「
著
レ
書
十
万
余
言
大
抵ム

チ

率ミ
ナ

寓
言
也
。

作
二
漁
父
・
盗と

う

蹠せ
き

・
胠き

ょ
き
ょ
う篋

一
、
以
詆て

い
二
訿し

孔
子
之
徒
一
、
以
明
二
老

子
之
術
一
、
畏い

る
い
き
ょ

累
虚
・
亢こ

う
そ
う
し

桑
子
之
属
、
皆
空
語
無
二
事
実
一
⑦
」。
カ

ク
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
レ
バ
、
ス
ベ
テ
荘
子
ノ
書
ノ
文
辞
ハ
取
ル
ト
モ
、

事
実
ハ
取
⑧
マ
ジ
キ
ニ
、
カ
ク
云
タ
ル
司
馬
遷
、
ス
デ
ニ
荘
子
ニ

出
タ
ル
許き

ょ
ゆ
う由

⑨
・
老
子
ヲ
信
ジ
テ
伝
ヲ
立た

つ

ル
。
自み

ず

カ
ラ
「
箕き

ざ
ん山

ニ

登
リ
テ
」
ト
云
ヘ
ド
モ
、「
其
上
ニ
蓋
シ
有
許
由
冢
云
⑩
」
ト
イ

ヘ
バ
、
実
ニ
見
ザ
ル
シ
ル
ベ
シ
。
タ
ト
ヒ
実
ニ
ア
リ
ト
イ
フ
ト

モ
、
荘
子
ノ
寓
言
ニ
ヨ
リ
テ
好
事
ノ
者
⑪
ノ
ツ
ク
リ
タ
ル
モ
亦
⑫

シ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
伊
勢
・
源
氏
ノ
寓
言
ニ
ナ
ラ
ヒ
テ
、
名
所
古こ

迹せ
き

ヲ
作
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。
又
子シ

虚キ
ョ

・
烏ウ

有ユ
ウ

⑬
ノ
流タ

グ
ヒナ

リ
。
東と

う

坡ば

氏
⑭
・
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焦し
ょ
う
じ
ゃ
く弱

侯
⑮
・
程
子
・
朱
子
ノ
諸
賢
、
老
列
荘
ノ
三
子
ヲ
評
ズ
ル

精
シ
ケ
レ
バ
⑯
今
コ
ヽ
ニ
略
ス
。
シ
カ
レ
ド
モ
ソ
ノ
文
辞
モ
亦
取と

る

ベ
キ
コ
ト
多
キ
⑰
ユ
ヘ
ニ
人
コ
レ
ニ
惑
フ
也
。
正
道
ハ
入
ガ
タ
シ
。

詭き
ど
う道

⑱
ハ
入
ヤ
ス
シ
。
古
今
通
蔽ヘ

イ

ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
天
下
万
世
ノ
師

ト
シ
テ
、
孔
子
ハ
王
号
ヲ
諡お

く

ル
ニ
止と

ど
まリ

、
老
子
ハ
帝
ト
ナ
ル
。
何

ゾ
ソ
レ
カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ
ヤ
。
シ
カ
ル
ニ
隠
居
放
言
⑲
ヲ
志

コ
コ
ロ
ザス

人

ハ
、
コ
ノ
書
ヲ
ヨ
ム
ト
モ
シ
カ
ラ
ン
。
苟

い
や
し
くモ

忠
孝
仁
義
ノ
道
ヲ

行
ヒ
、
国
家
ヲ
治
ム
ル
人
ハ
、
経
書
ニ
テ
事
足
ル
ベ
シ
。
コ
ノ
書

ハ
ヨ
マ
ズ
ト
モ
可か

⑳
。

【
注
】

①�

こ
の
「
寓
言
・
重
言
・
巵
言
」
は
『
荘
子
』
寓
言
篇
に
あ
る
言

葉
。
引
用
す
る
と
「
寓
言
十
九
、
重
言
十
七
、
巵
言
日
出
、
和

以
天
倪
」。
こ
こ
は
『
荘
子
』
全
般
の
話
の
性
質
を
述
べ
て
い

る
と
さ
れ
る
。
訳
す
と
「
こ
の
書
物
で
私
が
語
っ
た
こ
と
ば
の

う
ち
、
寓
言
︱
他
事
に
か
こ
つ
け
た
つ
く
り
話
が
十
分
の
九
を

占
め
、
重
言
︱
古
人
の
こ
と
ば
を
借
り
て
重
み
を
つ
け
た
こ
と

ば
が
、
十
分
の
七
を
占
め
る
。
巵
言
︱
そ
の
と
き
の
便
宜
に
従

う
臨
機
応
変
の
こ
と
ば
は
、
日
ご
と
に
口
か
ら
出
て
尽
き
る
こ

と
が
な
く
、
す
べ
て
を
ひ
と
し
く
み
る
自
然
の
立
場
で
和
合
さ

せ
る
の
で
あ
る
（
森
三
樹
三
郎
訳
参
照
）。
寓
言
で
も
あ
り
同

時
に
重
言
で
も
あ
る
も
の
が
多
い
と
す
れ
ば
、
十
に
九
、
十
に

七
も
成
り
立
つ
。「
巵
」
は
丸
い
酒
器
、
盃
の
こ
と
。
郭
象
注

に
「
夫
巵
満
則
傾
、
空
則
仰
」
と
あ
り
、
こ
の
盃
は
い
っ
ぱ
い

に
な
る
と
傾
き
、
空
に
な
る
と
上
を
向
く
、
と
あ
る
。
新
釈
漢

文
大
系
本
で
は
「
巵
言
」
を
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
発
言
と
訳

す
。
蟠
桃
は
巵
が
酒
器
な
の
で
、
酒
飲
み
話
と
理
解
し
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
三
語
に
は
割
り
注
形
式
で
説
明
が
付
さ
れ
て

い
る
。

②�

岩
波
「
云
也
」。

③�

岩
波
「
ナ
リ
」。

④�

田
舎
の
い
や
し
い
人
物
。

⑤�

岩
波
「
入い

り

」。

⑥�

岩
波
「
ニ
」
無
し
。

⑦�

『
史
記
』
荘
子
列
伝
の
言
。「
十
万
余
言
」
は
「
十
余
万
言
」
の

誤
り
。「
漁
父
・
盗
跖
・
胠
篋
」
は
『
荘
子
』
の
篇
名
（
な
お

跖
を
足
ヘ
ン
に
庶
と
書
く
の
は
誤
り
）。「
畏
累
虚
」
は
、『
荘

子
』
庚
桑
楚
篇
で
老
子
の
弟
子
庚
桑
が
い
た
と
い
う
山
。「
亢

桑
子
」
は
庚
桑
の
こ
と
。

⑧�

岩
波
「
ト
ル
」。

⑨�
隠
者
の
名
。『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
に
、
堯
が
天
下
を
許
由
に
譲

ろ
う
と
し
て
断
ら
れ
た
話
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
断
っ
た
あ
と

川
の
水
で
耳
を
洗
っ
た
（「
洗
耳
」）
と
い
わ
れ
る
（『
高
士

伝
』）。
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⑩�
『
史
記
』
伯
夷
伝
に
「
太
史
公
曰
、
余
登
箕
山
、
其
上
蓋
有
許

由
冢
云
」
と
あ
る
。
箕
山
に
登
っ
た
が
、
そ
の
上
に
は
許
由
の

墓
が
あ
っ
た
ら
し
い
、
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
墓
を

見
た
の
で
は
な
い
と
蟠
桃
は
い
う
。
岩
波
は
「『
箕き

ざ
ん山

ニ
登
リ

テ
』
ト
イ
ヘ
ド
モ
、『
其
上
蓋
有
許
由
冢
云
』」
に
作
る
。

⑪�

好
事
家
。
も
の
ず
き
の
人
。

⑫�

岩
波
「
ツ
ク
リ
タ
ル
モ
ノ
カ
」。

⑬�

漢
の
司
馬
相
如
の
「
子
虚
上
林
賦
」
に
登
場
す
る
架
空
の
人

物
。

⑭�

北
宋
の
蘇
軾
。
荘
子
に
関
す
る
書
と
し
て
『
広
成
子
解
』
が
あ

る
。
弟
の
轍
に
は
『
老
子
解
』『
道
徳
真
経
註
』
が
あ
る
。

⑮�

明
の
焦
竑
。『
老
子
翼
』『
荘
子
翼
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

⑯�

岩
波
「
評
ス
ル
ク
ハ
シ
ケ
レ
バ
」。

⑰�

岩
波
「
ソ
ノ
文
辞
ニ
又
取と

る

ベ
キ
コ
ト
多
シ
」。

⑱�

人
を
あ
ざ
む
く
、
い
つ
わ
り
の
方
法
。
対
語
は
「
正
道
」（『
孫

子
』
始
計
篇
）。

⑲�

本
篇
十
三
の
注
㊴
を
参
照
。

⑳�

岩
波
「
可
也
」。

【
現
代
語
訳
】

　
『
荘
子
』
の
書
は
寓
言
（
物
に
こ
と
よ
せ
、
ま
た
は
実
在
し
な

い
人
を
創
作
し
て
い
う
も
の
）、
重
言
（
自
分
の
言
葉
で
は
人
に

信
じ
て
も
ら
え
な
い
か
ら
聖
人
賢
人
を
借
り
て
い
う
も
の
）、
巵

言
（
酒
飲
み
話
の
よ
う
に
お
も
し
ろ
く
説
い
て
老
婆
の
耳
に
も
よ

く
入
る
も
の
）
か
ら
な
る
と
あ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
語
り
方

を
し
て
、
無
学
な
田
舎
者
の
耳
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
書
い

て
あ
る
。
つ
ま
り
は
仏
教
の
話
と
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ

る
。

　

す
で
に
『
史
記
』
が
い
う
よ
う
に
「
書
を
著
す
と
こ
ろ
十
万
余

言
、
大
抵
率
ね
寓
言
な
り
。
漁
父
・
盗
跖
・
胠
篋
を
作
り
、
孔
子

一
派
を
批
判
し
、
老
子
の
学
説
を
明
ら
か
に
し
た
。
畏
累
虚
や
亢

桑
子
の
類
は
ど
れ
も
架
空
の
話
で
事
実
で
は
な
い
」。
以
上
の
通

り
な
の
で
、
総
じ
て
『
荘
子
』
の
文
章
か
ら
取
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
決
し
て
事
実
と
は
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
い
う

司
馬
遷
自
身
が
、『
荘
子
』
に
登
場
し
た
許
由
や
老
子
を
信
じ
て
、

列
伝
を
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
み
ず
か
ら
「
箕
山
に

登
り
て
」
と
い
っ
て
い
る
が
、「
そ
の
上
に
は
お
そ
ら
く
許
由
の

墓
が
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
い
う
の
で
、
実
際
に
は
見
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
た
と
え
実
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、『
荘
子
』
の

寓
言
に
拠
っ
て
物
好
き
な
人
が
作
っ
た
も
の
か
ど
う
か
、
わ
か
り

よ
う
が
な
い
。『
伊
勢
物
語
』『
源
氏
物
語
』
の
寓
言
に
な
ら
っ

て
、
名
所
旧
跡
を
作
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
司
馬
相
如

の
作
り
出
し
た
子
虚
や
烏
有
の
類
で
あ
る
。

　

蘇
東
坡
・
焦
弱
侯
・
程
子
・
朱
子
と
い
っ
た
諸
賢
が
、
老
・

（ 17 ）



列
・
荘
の
三
子
を
詳
し
く
評
し
て
い
る
の
で
、
今
こ
こ
に
は
省
略

す
る
。
し
か
し
、『
荘
子
』
の
文
章
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
。

だ
か
ら
、
人
は
こ
れ
に
迷
わ
さ
れ
る
。
正
道
は
入
り
に
く
く
、
詭

道
は
入
り
や
す
い
。
こ
れ
は
古
今
に
通
じ
る
弊
害
で
あ
る
。
ゆ
え

に
天
下
の
万
世
に
わ
た
る
師
と
し
て
、
孔
子
に
は
王
号
を
諡
に
し

た
の
に
と
ど
ま
り
、
老
子
に
は
帝
号
が
送
ら
れ
た
。
ど
う
し
て
こ

れ
ほ
ど
の
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、「
隠
居
放

言
」
を
志
す
人
は
、
こ
の
書
を
読
む
と
し
て
も
や
む
を
え
な
い
。

し
か
し
、
か
り
に
も
忠
孝
仁
義
の
道
を
行
な
い
、
国
家
を
治
め
る

人
は
、
経
書
で
事
が
足
り
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
書
は
読
ま
な
く

て
も
よ
い
。

（ 18 ）




